
熱中症対策実行計画に基づく令和５年度の施策（概要）

１． 命と健康を守るための普及啓発及び情報提供
〇関係府省庁で連携した熱中症予防強化キャンペーンの実施
〇シーズン前のエアコン点検・試運転の普及啓発（ウェブサイト、公式X）
〇電力需給ひっ迫時等においても、節電にも配慮したエアコンの
適切な使用の呼びかけ（公式Xでの発信）

〇救急搬送人員・死亡者数の取りまとめ、公表
〇ポスターやリーフレットを活用した普及啓発の実施
〇デコ活を通じたライフスタイル変革の促進
〇ZEH・ZEBを含む省エネ性能の高い住宅・建築物の普及拡大
〇多言語での情報発信
〇気候変動適応に関する国際発信、早期警戒システムイニシアティブの発足

極端な高温発生時の対応

７．極端な高温の発生への備え
〇国営公園におけるエアコンを設置した施設を一般利用者に提供

〇国土交通省直轄土木工事の工期設定において、猛暑日を加味するなどの工夫

〇熱中症特別警戒ｱﾗｰﾄ、ｸｰﾘﾝｸﾞｼｪﾙﾀｰ等の手引き・指針の作成

〇熱波発生時を想定した図上訓練の実施、技術的支援

８．熱中症特別警戒情報の発表・周知と迅速な対策の実施
〇熱中症特別警戒情報に関する記者説明会の実施

〇熱中症特別警戒情報発表時を想定した気象に関する今後の見通しや

解説のための情報の検討

〇地方公共団体に対し熱中症特別警戒情報等の対応依頼

４．地方公共団体及び地域の関係主体における熱中症対策
〇関係府省庁連名で地方公共団体に対し体制整備や連携強化の依頼

〇先進的な地域の取組事例集の周知

〇緑地の確保、建築物や公共施設等の緑化の促進

〇地方公共団体向けの説明会の実施

５．産業界との連携
〇関係府省庁連名で熱中症対策に関する通知を関係団体に発出

〇事業者における実践事例の紹介

〇環境省と民間企業との熱中症対策に関する連携協定の締結

２．高齢者、こども等の熱中症弱者のための熱中症対策
〇高齢者等への見守り・声かけ活動促進のための周知
〇地域モデル事業を活用した地域の見守り・声かけ活動の支援
〇孤独・孤立対策官民連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ会員への協力依頼
〇こどもの置き去り防止に関する広報啓発

３．管理者がいる場等における熱中症対策
【学 校】〇教職員等向けの啓発資料・研修動画等による事故防止の働きかけ

〇公立小中学校等の施設へのエアコン設置支援
〇こども置き去り防止に向けた取組強化

【職 場】〇「STOP！熱中症ｸｰﾙﾜｰｸｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の実施、ウェブサイトでの周知
【スポーツ】〇スポーツ施設へのエアコン設置支援
【災害発生時】〇指定避難所における冷房施設の充実の働きかけ
【農作業】〇熱中症対策アイテムの活用等の周知

〇農作業者向けの熱中症予防に関する情報集の作成

６．熱中症対策の調査研究の推進
〇暑さ指数や健康影響等に関する科学的知見の集積
〇暑さ指数の予測精度の向上の検討
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鉄道事業者による主要駅でのポスター掲示

熱中症対策の具体的な施策

外国人のための熱中症予防
普及啓発用リーフレット

熱中症対策にエアコンの試運転
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働く人の今すぐ使える熱中症ガイド
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農業者向け熱中症予防に関する情報集


	スライド 0

